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今
年
は
選
挙
イ
ヤ
ー
と
言
わ
れ
、

４
月
に
統
一
地
方
選
挙
（
市
議
・

市
長
、
県
議
）
が
行
わ
れ
、
７

月
に
参
議
院
議
員
選
挙
、
８
月

に
埼
玉
県
知
事
選
挙
、
10
月
に

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
市
議
会
議

員
は
、
４
月
に
選
挙
が
行
わ
れ
、

市
長
も
交
代
、
北
本
市
議
会
は

新
し
い
体
制
で
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

公
職
選
挙
法
は
、
公
職
者

（
選
挙
で
選
ば
れ
た
者
）
に
種
々

の
制
限
を
課
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
選
挙
後
に
、
ご
支
援
い
た

だ
方
々
に
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
は
、
事
後
運
動
（
活

動
）
と
し
て
禁
止
で
す
。
ま
た
、

選
挙
運
動
期
間
中
は
、
一
切
の

政
治
活
動
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
知
事
選
挙
運
動
期
間
中

は
、
知
事
選
挙
運
動
以
外
の
政

治
的
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

さ
て
、
選
挙
の
投
票
率
が
低

下
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
行
わ

れ
た
北
本
市
議
会
議
員
・
市
長

選
挙
は
、
48
・
64
％
で
前
回
の

55
・
05
％
か
ら
６
・
41
％
低
下

し
ま
し
た
。
50
％
を
割
り
込
ん

だ
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
20
歳

か
ら
40
歳
ま
で
の
投
票
率
は
30

％
前
後
で
、
60
歳
以
上
の
高
齢

者
の
投
票
率
は
、
70
％
前
後
で

し
た
。
北
本
市
の
未
来
を
担
う

若
い
人
が
、
選
挙
に
行
か
な
い

こ
と
は
、
未
来
の
建
設
の
展
望

が
開
け
ま
せ
ん
。

選
挙
に
行
か
な
い
理
由
は
、

「
政
治
に
期
待
し
て
い
な
い
」

ま
た
、
「
諦
め
て
い
る
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
北
本
市
政
や

北
本
市
議
会
に
対
す
る
「
不
参

加
」
で
あ
る
と
し
た
ら
、
若
い

人
が
市
外
に
転
出
す
る
こ
と
を

容
易
に
し
て
い
る
背
景
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

先
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙

で
も
投
票
率
は
50
％
を
割
り
込

み
、
こ
れ
ま
で
で
２
番
目
に
低

い
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。
選

挙
は
、
代
議
員
制
民
主
主
義
に

と
っ
て
、
市
民
・
国
民
の
将
来

を
決
定
づ
け
る
重
要
な
「
権
利

（
意
思
）
の
行
使
」
で
す
。
ぜ

ひ
投
票
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。



７月の参議院議員選挙が終わった28日（日）

と29日（月）の二日間、議会報告会を開催しま

した。２日間で80名を超える参加者でした。選

挙後の臨時会と６月定例会を中心に報告しまし

た。

私は報告会を、初めて南団地集会所で開催し

ました。30人を超える方が参加しました。６月

議会で可決した「（市長公約）南部新駅・圏央

道・上尾道路周辺の活性化調査」（調査費２千

万円）について説明しご意見をいただきました。

情報公開（透明性と説明責任）に課題

南団地集会所及び北部公民館共通のテーマは、

現在鴻巣・行田・北本の３市で進めている「ご

み処理新施設整備事業」の進捗と方向性につい

てでした。今回工藤日出夫は、この組合議員と

して北本市議会で選出されました。私の他に3人

です。６月に臨時会が開催され、工藤は組合議

会の議長に選出されています。

新しいゴミ処理施設は、現在の吉見町にある

中部環境センターの老朽化に伴い、平成25年に

３市で一部事務組合の

設置、建設地は鴻巣市

と基本合意しました。

建設地は、平成28年に

鴻巣市安養寺（鴻巣カ

ントリーＣ隣接）に選

定しました。また、平

成29年には基本計画策定、新施設整備検討委員

会で議論してきています。平成31年3月には、こ

れまで稼働を平成35年としていましたが、働き

方改革を受け、一年延ばし令和６年12月と変更

しました。

しかし、鴻巣市議会議員から「建設地は地盤

が軟弱であり、またこの地域は鴻巣市長の関係

者が地主に多く、コンサルと事務局が恣意的に

この場所に決めている」と、選定に疑義を指摘

しています。いまだ真相は不透明のままです。

私は、選定の疑義は明らかにすべきと考えま

すが、基本的に選定の基準と定義は、「地盤の

地質・強度」が最適であるか、地域住民の環境

は整っているかということだと考えます。 地盤

の強度は、重量感ある建物に耐えられるか。地

震等の災害に耐えるのかです。現在は、建築技

術が向上し、軟弱な地盤でも工事はできるよう

ですが、建築費の高騰につながります。この地

盤の問題が最大の課題です。

このような中、行田市長が選挙で交代しまし

た。交代した石井新市長は、「最も経済的な建

設費にしなければ。それには行田市所有の焼却

施設用地も検討せよ」と提言しています。現在

稼働の施設の老朽化問題もあり、先延ばしが出

来にくい中で、合理的な建設費をどう導きだす

か。重大な局面を向かえています。

私は、基本計画で示された、施設建設費約240

億円、維持管理費20年間で約170億円、さらに用

地費、地元対策施設費などで総額500億円。それ

に処分費という将来負担を最小限にすることが

絶対的使命であり、それらをしっかり調整する

ことが急務であると考えています。

（7/28 南団地集会所での報告会）

建設予定地


